
こ
こ
に
記
し
て
い
る
人
は
、
本
人
が
も
っ
と
も
多
く
を
学
ん
だ
こ
と

を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
。
師
匠
と
し
て
名
前
の
出
る
頻
度
の
多
い
も

の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
牧
春
台
（
二
一
名
）
、
大
石
良
英
（
二
○
名
）
、

野
口
槐
庵
（
一
四
名
）
、
嶋
本
龍
輔
（
一
四
名
）
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

佐
賀
藩
医
で
あ
る
。
他
に
藩
外
の
医
師
に
師
事
し
た
者
も
い
る
が
、

そ
の
数
は
少
な
い
。

免
札
を
受
け
た
者
の
年
齢
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

年
度
二
十
代
三
十
代
四
十
代
五
十
代
六
十
代
以
上

嘉
永
五
○
一
三
一
一
四
二

六
一
二
四
三
五
九
三
九
一
一

七
二
五
五
三
二
八
一
五
七

安
政
二
二
五
二
四
二
六
一
三
九

三
二
四
一
六
一
四
三
二

四
二
九
一
二
一
六
○

五
二
八
二
五
四
六
三

（
計
一
四
四
一
三
三
一
六
○
八
○
三
五
）

五
十
代
に
な
る
と
、
そ
の
数
が
急
減
す
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
）

昨
年
の
第
八
四
回
総
会
に
お
い
て
、
明
治
初
年
の
医
師
履
歴
書
綴

り
で
あ
る
『
当
区
医
務
取
調
書
上
』
と
、
『
医
者
履
歴
明
細
書
』
に
つ

い
て
報
告
し
た
が
、
そ
の
こ
ま
か
い
内
容
に
つ
い
て
は
ふ
れ
る
と
こ

ろ
が
な
か
っ
た
。
本
総
会
に
お
い
て
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
を

加
え
、
あ
わ
せ
て
飛
騨
国
（
『
筑
摩
県
医
師
連
名
簿
』
）
お
よ
び
三
河
国

（
『
明
治
初
期
豊
橋
医
師
履
歴
』
）
の
同
様
の
文
書
に
つ
い
て
も
検
討
し

た
。

川
崎
市
域
の
両
文
書
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
八
名
、
一
六
名
の
医
師

が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
一
五
名
は
両
文
書
に
共
通
し
て
い
る
の

で
、
計
一
九
名
の
医
師
の
名
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
一
九
名
に
つ
い

て
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
医
学
研
修
の
開
始
時
期
、
そ
の
指
導

者
、
研
修
の
内
容
（
用
い
た
医
書
名
）
、
開
業
し
た
時
期
な
ど
が
し
る

さ
れ
て
い
る
。

同
一
人
物
に
つ
い
て
両
文
書
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
経
歴
に
差
異

幕
末
に
お
け
る
医
学
研
修

深
瀬
泰
旦
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を
み
と
め
る
も
の
も
あ
る
。
わ
ず
か
二
年
の
間
隔
が
あ
り
、
そ
れ
も

自
筆
と
思
わ
れ
る
履
歴
書
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
異
同
を
見

出
す
の
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
本
履
歴
書

が
必
ず
し
も
そ
の
医
師
の
自
筆
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
信
頼
す
る

に
た
ら
な
い
と
の
意
見
も
あ
る
が
、
政
府
へ
提
出
さ
れ
た
こ
れ
ら
の

文
書
が
、
ま
っ
た
く
で
た
ら
め
で
あ
る
と
決
め
つ
け
る
の
は
、
い
さ

さ
か
速
断
の
き
ら
い
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

三
地
域
の
文
書
を
比
べ
て
み
る
と
、
川
崎
市
域
の
文
書
は
ほ
と
ん

ど
が
自
筆
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
（
他
の
二
者
は
す
べ
て
同
一
筆

蹟
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
）
、
医
学
の
研
修
期
間
だ
け
で
な
く
、
そ

の
内
容
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
大
き
な
特
徴
と

い
え
る
。
川
崎
市
の
例
の
よ
う
な
文
書
は
、
ほ
か
に
そ
の
例
を
承
な

神
奈
川
県
第
五
大
区
（
現
在
の
川
崎
市
の
北
部
地
域
）
の
医
師
の
数

は
一
九
名
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
の
人
口
は
三
七
ケ
村
一
五
、
九
八
八

人
で
あ
る
の
で
、
人
口
十
万
に
対
す
る
医
師
の
数
は
二
九
と
な

り
、
当
時
の
日
本
全
国
の
平
均
六
六
人
を
大
き
く
う
わ
ま
わ
っ
て
い

る
。
医
師
の
数
か
ら
い
え
ば
、
第
五
大
区
は
医
療
の
過
疎
地
域
で
は

L，
0

な
か
っ
た
と
い
い
う
る
。
ち
な
み
に
第
五
大
区
に
相
当
す
る
川
崎
市

域
の
、
昭
和
五
六
年
の
そ
れ
は
一
六
一
人
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
名
の
医
師
を
漢
洋
別
に
分
け
る
と
、
洋
方
二
、
漢
方
一
二
、

漢
洋
医
五
で
、
洋
方
対
漢
方
の
比
は
一
対
六
で
、
全
国
の
一
対
二
・
九

に
比
べ
、
漢
方
医
が
は
る
か
に
多
い
。

医
学
研
修
の
た
め
入
門
し
た
年
齢
は
、
二
歳
か
ら
三
四
歳
に
及

び
、
平
均
一
六
・
四
歳
で
あ
っ
た
が
、
一
九
名
中
一
六
名
（
八
四
％
）

が
一
○
歳
代
で
入
門
し
て
い
る
。

そ
の
修
業
年
限
に
つ
い
て
み
る
と
、
最
短
三
年
一
ヶ
月
か
ら
、
最

長
は
一
四
年
八
ヶ
月
に
及
び
、
そ
の
平
均
は
九
年
八
ヶ
月
で
あ
る
。

一
○
年
以
上
に
わ
た
っ
て
修
業
を
つ
ん
だ
も
の
は
一
二
名
（
六
三
％
）

を
数
え
、
九
’
一
○
年
の
修
業
の
の
ち
開
業
す
る
も
の
が
多
い
。

開
業
時
の
年
齢
は
二
○
歳
代
が
も
っ
と
も
多
く
、
一
二
名
（
六
三

％
）
を
数
え
る
。
平
均
年
齢
は
二
六
・
八
歳
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
み
る
と
一
五
歳
前
後
に
医
の
道
に
は
い
り
、
ま
ず
医
書
を
読
み
こ

な
す
だ
け
の
漢
学
の
素
養
を
身
に
つ
け
、
約
一
○
年
間
修
業
し
て
二

五
歳
ご
ろ
開
業
す
る
、
と
い
う
の
が
お
お
よ
そ
の
。
〈
タ
ー
ン
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
一
九
名
の
医
師
た
ち
は
、
都
合
二
九
名
の
医
師
に
つ
い
て
医

、
ノ２２／
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学
を
学
ん
だ
。
一
人
平
均
一
・
五
人
の
師
に
つ
い
て
い
る
。
江
戸
一

五
名
、
川
崎
市
域
八
名
、
そ
の
他
と
し
て
、
大
阪
、
京
都
な
ど
六
名

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
一
九
名
の
う
ち
、
川
崎
市
域
の
象
で
修
業

し
た
も
の
は
わ
ず
か
三
名
（
一
六
％
）
で
、
一
四
名
（
七
四
％
）
が
江

戸
に
出
て
修
業
し
て
い
る
。

そ
の
師
の
名
を
列
記
し
て
み
る
と
、
江
戸
で
は
大
槻
俊
斉
、
久
志

本
主
水
、
手
塚
良
斉
、
手
塚
良
仙
、
成
田
恒
斉
、
美
濃
部
浩
庵
、
山

田
昌
栄
ら
が
お
り
、
京
都
に
は
宇
津
木
昆
台
の
名
が
ゑ
え
る
。

修
業
の
内
容
は
、
い
わ
ゆ
る
本
道
と
よ
ば
れ
て
い
る
内
科
が
圧
倒

的
に
多
く
、
一
七
名
は
内
科
で
あ
る
。
八
名
が
外
科
を
兼
ね
、
産
科

を
兼
ね
て
い
る
の
が
四
名
、
整
骨
を
兼
ね
る
の
が
一
名
で
あ
る
。

そ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
書
名
を
ぶ
る
と
、
『
金
置
要
略
』
『
傷
寒
論
』

が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
の
医
師
が
い
わ
ゆ
る
古
方
派
で
あ
る
。
一
方
漢

洋
折
衷
あ
る
い
は
洋
方
で
は
、
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
内
科
害
、
チ
ソ
ッ

ト
内
科
害
、
ホ
ル
ン
産
科
書
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
一
名
の
眼
科
医

（
杉
原
弘
重
）
は
、
天
保
一
○
年
か
ら
摂
津
の
旭
桂
山
に
入
門
し
て

『
眼
科
錦
衷
」
を
学
び
、
つ
づ
い
て
弘
化
四
年
か
ら
は
京
都
三
条
の

西
尾
良
斉
に
つ
い
て
『
銀
海
精
微
」
を
研
究
し
て
い
る
。

江
戸
末
期
に
医
学
を
修
得
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
手
近
な
在
所

で
は
な
く
、
良
師
を
も
と
め
、
笈
を
お
う
て
江
戸
や
京
都
に
遊
学
し

て
い
る
事
実
を
知
り
え
た
。
い
ま
は
歴
史
の
彼
方
に
埋
没
し
て
し
ま

っ
た
名
も
な
い
医
師
た
ち
で
は
あ
る
が
、
そ
の
真
蟄
な
勉
学
態
度
が

こ
れ
ら
の
履
歴
書
か
ら
よ
ゑ
と
れ
る
の
で
あ
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）
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